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	静岡県国際ビジネス事情講座


タイ人講師が解説！日本食品・商品の販路開拓の法則
～今、タイは日本に何を求めているか？～





	日本にとって身近な国の一つであるタイ。日系企業の拠点数は1,600を超え、在タイ日本人は64,000人を超えています。日本食への人気も高く、日本から多くの水産加工品や調味料等が輸出されています（日本の食品輸出先６位）。また、両国は2007年にEPAを締結し関税の減免を進めています。「日系飲食店の進出も多いが撤退も多い」「価格競争が激化している」「競合品が多く新規参入が難しい」…様々な情報が飛び交う中、今回はタイよりタイ人の専門家をお招きし、現地の状況を正しくお伝えした上で、今からできる海外販路開拓戦略を考えていきます。
今年度より新たに静岡県のサポートデスクに加わった、「日本とタイを伝えるスペシャリスト集団」MEDIATOR社が、タイ人消費者の価値観や金銭感覚、ライフスタイル等を分かりやすく解説し、日本のモノを売る心得についてお話しいたします。
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	日時
	平成28年11月29日（火）14：00～17：00 （受付開始13：30）

	会場
	静岡市産学交流センター[B-nest]　大会議室　[MAP]
静岡市葵区御幸町3番地の21ペガサート7階（静岡鉄道 新静岡駅すぐ）

	参加費
	無料　※定員80名（定員を超えてのお申込みがあった場合は担当より連絡いたします）

	プログラム
	14：00～15：50　講演「タイ進出・販路開拓セミナー」
①　富裕層とは年収いくらの人を指しますか？為替レート「1バーツ＝3円」の誤解からひも解く
タイ人社会の本当の物価感とリアルな市場規模を解説します。
[bookmark: _GoBack]②　海外進出”6ステップ”で考える、失敗しないタイ進出方法とは？
タイ市場に挑んだ4企業の実例から、タイ進出のヒントをご紹介します。
③　タイ人消費者、そしてタイの優良ローカル企業の実態とは？
時代が変わったタイで、今、日本人が考えるべきことを解説します。
16：00～17：00　交流会「講師を交えて情報交換」※自由参加

	講師
	MEDIATOR CO., LTD.
代表取締役　ガンタトーン・ワンナワス
（平成２８年度より　静岡県海外展開サポートデスク　タイ担当）
在日通算15年。2004 年埼玉大工卒業後、在京タイ王国大使館工業部へ入館。タイ国の王室関係者や省庁関係者のアテンドや通訳を行い、タイ帰国後の2009 年にMEDIATOR CO.,LTD（株式会社メディエーター）を設立。日本貿易振興機構（JETRO）や福岡県などの日本政府機関、地方自治体の仕事を請け負う他、タイへの日本商品の輸入卸、小売りの経験を活かして、日本企業のタイ進出やビジネスマッチングをサポートしている。
	


セミナーお申し込み方法

下記必要事項をご記入の上、FAX送信、またはHPイベントページの申込みフォームより送信してください。
お申し込みの締め切り日は、平成28年11月25日（金）です。

FAX：054-251-1918　｜　HP：http://www.siba.or.jp/news/events/

	貴社名
	所属・役職
	お名前

	
	
	

	
	
	

	住所
	

	電話番号
	

	E-mailアドレス
	

	FAX
	



【主催】公益社団法人　静岡県国際経済振興会【共催】(株)清水銀行、静岡県中小企業団体中央会
【お申込み・お問い合わせ先】　公益社団法人　静岡県国際経済振興会　担当：水野
【TEL】054-254-5161
【Email】mizuno@siba.or.jp

※ご記入いただいた内容は、当セミナー開催機関と共有し、参加者把握のため利用するほか事務連絡や関連事業のために利用することがあります。当セミナーへの反社会的勢力の入場はお断りします。
image3.jpeg
\Y anesl Q L
- e

" 4 ©
PV, S
o 4 {
-\ d

- A





image1.emf

image2.jpeg




